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『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
巻
下 

 

解
義
分 

名
義
摂
対
章
、
願
事
成
就
章 

 

一
、
は
じ
め
に 

総
説 

●
西
本
願
寺
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
よ
り 

・
浄
土
論
と
は
。 

天
親
菩
薩
が
無
量
寿
経
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
願
生
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
、
つ
ぶ
さ
に
は
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』

と
い
い
、
略
し
て
『
浄
土
論
』『
往
生
論
』『
論
』
と
称
さ
れ
る
。 

 

本
文
は
、
二
十
四
行
九
十
六
句
の
偈
頌
［
詩
句
］
と
、
三
千
字
た
ら
ず
の
長
行
［
散
文
］
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
偈
頌
の

部
分
は
、
最
初
に
帰
敬
頌
が
お
か
れ
、
天
親
菩
薩
自
身
の
阿
弥
陀
仏
へ
の
帰
依
と
願
生
浄
土
の
思
念
と
が
表
白
さ
れ
る
。
つ
い
で
、

造
論
の
意
趣
が
示
さ
れ
、
つ
づ
け
て
、
安
楽
国
土
と
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
そ
の
聖
衆
の
三
種
の
荘
厳
相
が
二
十
九
種
に
わ
た
っ
て
讃

詠
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
、
偈
頌
の
結
び
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
衆
生
と
と
も
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
回
向
の
意
が
示
さ
れ
て

い
る
。
つ
ぎ
の
長
行
は
前
の
偈
頌
を
解
釈
し
た
部
分
で
、
そ
こ
で
は
往
生
浄
土
の
行
と
し
て
の
五
念
門
［
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
・

観
察
・
回
向
］
が
開
示
さ
れ
、
そ
の
五
念
門
の
果
徳
と
し
て
の
五
果
門
［
近
門
・
大
会
衆
門
・
宅
門
・
屋
門
・
園
林
遊
戯
地
門
］

が
説
か
れ
て
い
る
。 

 

・
論
註
と
は
。 

つ
ぶ
さ
に
は
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
と
題
さ
れ
、『
往
生
論
註
』『
浄
土
論
註
』『
無
量
寿
経
論
註
』
と
も
称
さ
れ
、
あ



る
い
は
略
し
て
『
論
註
』『
註
論
』
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
天
親
菩
薩
の
『
浄
土
論
』（『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』『
往
生
論
』

と
も
い
う
）
に
註
解
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
『
浄
土
論
』
の
註
釈
書
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
『
浄
土

論
』
は
韻
文
で
書
か
れ
た
偈
頌
と
散
文
で
書
か
れ
た
長
行
と
の
二
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。『
往
生
論
註
』
で
は
こ
れ
を
上
下
二
巻

に
分
け
て
、
上
巻
で
は
そ
の
偈
頌
の
部
分
を
註
釈
し
、
下
巻
で
は
長
行
の
部
分
を
註
釈
を
し
て
い
る
。 

 

こ
と
に
上
巻
で
は
偈
頌
を
釈
す
る
の
に
、『
浄
土
論
』
の
長
行
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、
観
察
、
回
向
の
五
念
門

行
を
配
当
し
て
釈
し
、
ま
た
下
巻
で
は
長
行
を
（
一
）
願
偈
大
意
章
、（
二
）
起
観
生
信
章
、（
三
）
観
行
躰
相
章
［
観
察
体
相
］、

（
四
）
浄
入
願
心
章
、
（
五
）
善
巧
摂
化
章
、（
六
）
離
菩
提
障
章
［
障
菩
提
門
］、（
七
）
順
菩
提
門
章
、（
八
）
名
義
摂
対
章
、

（
九
）
願
事
成
就
章
、
（
十
）
利
行
満
足
章
と
い
う
十
科
の
章
に
分
け
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
浄

土
の
因
果
の
徳
用
を
説
き
、
衆
生
往
生
の
因
果
も
ま
た
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
成
就
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
他
力
の
法

義
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

  

二
、
担
当
箇
所
に
向
か
っ
て
。
『
論
註
』
巻
下 
願
偈
大
意
章 

聖
教
全
書
一
の
三
一
二
頁 

論
じ
て
曰
わ
く
。
此
れ
は
是
れ
解
義
分
な
り
。 

此
の
分
の
中
に
、
義
に
十
重
有
り
。 

一
に
は
願
偈
大
意
、
二
に
は
起
観
生
信
、
三
に
は
観
行
躰
相
、
四
に
は
浄
入
願
心
、
五
に
は
善
巧
摂
化
、
六
に
は
離
菩
提
障
、
七
に

は
順
菩
提
門
、
八
に
は
名
義
摂
対
、
九
に
は
願
事
成
就
、
十
に
は
利
行
満
足
な
り
。 

【
要
約
】 

 

「
解
義
分
」
と
は
、「
論
曰
」、「
論
」
は
議(

と
き
あ
か)

す
こ
と
、「
曰
」
は
詞(

こ
と
ば)

の
こ
と
で
、
天
親
の
願
生
偈
の
所
以



(

わ
け)

を
議(

と
き
あ
か)

し
解
釈
さ
れ
た
詞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

天
親
は
「
論
曰
」
な
さ
っ
た
文
の
大
意
を
、
自
ら
「
此
の
願
偈
は
何
の
義
を
明
か
す
か
」
と
問
わ
れ
、「
彼
の
安
楽
世
界
を
観
じ

て
、
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
り
、
彼
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
に
。」
と
答
え
ら
れ
た
。
そ
の
大
意
を
十

重
の
義
［
前
後
の
文
が
重
な
っ
て
展
開
し
、
救
い
の
構
造
と
も
の
が
ら
を
と
き
あ
か
し
て
ゆ
く
こ
と
］
を
も
っ
て
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
先
の
文
は
、
そ
れ
ら
の
義
の
題
目
を
、
曇
鸞
が
標
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

○
十
重
の
義
に
つ
い
て 

『
論
註
』
巻
下 

解
義
分 
第
一
願
偈
大
意
章
の
解
読
［
蓑
輪
秀
邦
師
の
『
解
読
浄
土
論
註
（
改
）』］ 

・
天
親
の
願
偈
大
意
の
註
釈
に
つ
い
て 

 

論
じ
て
曰
う
。 

 

こ
れ
［
よ
り
こ
の
論
に
の
べ
ら
れ
る
の
］
は
解
義
の
分
で
あ
る
。 

 

こ
の
分
の
中
の
義
は
十
重
に
な
っ
て
い
る
。 

一
に
は
願
偈
大
意―

願
［
生
］
偈
の
大
意
［
を
あ
ら
わ
す
］。 

二
に
は
起
観
生
信―

［
安
楽
国
の
］
観
［
察
］
を
起(
な)
し
て
信
［
心
］
を
生
ず
る
［
に
つ
い
て
の
べ
る
］。 

三
に
は
観
行
躰
相―

観
［
察
］
の
行
の
［
三
種
荘
厳
の
］
躰
相(

す
が
た)

［
を
あ
か
す
］。 

四
に
は
浄
入
願
心―

［
三
の
］
浄
［
土
の
躰
相(

す
が
た)

］
が
、［
法
蔵
菩
薩
の
］
願
心
に
入(

お
さ
ま)

る
［
こ
と
を
説
く
］。 

五
に
は
善
巧
摂
化―

［
四
の
願
心
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
］
善
巧(

た
く
み)

に
摂(

お
さ)

め
［
教
］
化
す
る
［
菩
薩
の
回
向
門
を 

説
く
］。 

六
に
は
離
菩
提
障―

［
回
向
門
を
完
成
し
て
］
菩
提(

さ
と
り)

の
障
［
害
］
を
離
れ
る
［
心
を
説
く
］。 



七
に
は
順
菩
提
門―

［
離
菩
提
障
に
よ
っ
て
］
菩
提(

さ
と
り)

の
門
に
順
ず
る
［
心
を
説
く
］。 

八
に
は
名
義
摂
対―

［
障
害
と
な
る
心
と
順
ず
る
心
と
の
］
名
義
を
摂(

ま
と)

め
て
対(

く
ら)

べ
る
。 

九
に
は
願
事
成
就―

［
名
義
摂
対
に
よ
っ
て
］
願
［
生
］
の
事
［
業
］
が
ま
っ
た
く
と
と
の
っ
た
［
こ
と
を
あ
か
す
］。 

十
に
は
利
行
満
足―

［
以
上
に
よ
っ
て
、
仏
の
］
自
利
利
他
の
行
が
ま
ど
か
に
満
た
さ
れ
た
［
こ
と
を
あ
か
す
］。 

 

・
十
重
の
義
の
構
造 

 

第
二
起
観
生
信
章
に
お
け
る
問
い 

 
 

①
「
云
何
観
」
の
問
い
に
、
第
二
起
観
生
信
章
、
第
三
観
行
躰
相
章
、
第
四
願
入
浄
心
章
が
応
答
し
て
い
る
。 

 
 

②
「
云
何
生
信
心
」
の
問
い
に
、
第
五
善
巧
摂
化
章
か
ら
第
八
名
義
摂
対
章
ま
で
が
応
答
し
て
い
る
。
第
九
の
願
事
成
就
で 

は
、
信
心
の
獲
得
に
お
い
て
五
念
門
の
行
［
往
生
業
］
が
成
就
す
る
と
い
う
、
信
と
行
と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
る
。 

こ
こ
に
は
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
浄
土
の
因
果
の
徳
用
を
説
き
、
衆
生
往
生
の
因
果
も
ま
た
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
成

就
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
他
力
の
法
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
、
十
重
の
義
の
八
、
名
義
摂
対
章 

 

往
生
の
因
を
明
か
す 

【
解
説
】 

名
義
摂
対
章
は
、
九
つ
の
名
称
を
、
そ
の
名
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
義
に
摂
取
し
て
、
往
生
の
因
た
る
四
種
の
清
浄
功
徳
を
明
か
す

と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
つ
の
名
称
の
始
め
、
第
六
離
菩
提
障
章
［
＝
障
菩
提
門
］
、
回
向
門
を
完
成
し
て
菩
提(

さ
と
り)

の
障
害
を
離

れ
る
心
を
説
く
と
こ
ろ
の
三
種
の
門
［
智
慧
門
・
慈
悲
門
・
方
便
門
］
を
般
若
心
と
方
便
心
の
二
義
に
摂
め
、
次
の
三
種
の
遠
離

心
［
遠
離
我
心
貪
着
自
身
、
遠
離
無
安
衆
生
心
、
遠
離
供
養
恭
敬
自
身
心
］
を
無
障
心
に
摂
取
し
、
第
七
順
菩
提
門
章
の
残
り
の



三
清
浄
心
［
無
染
清
浄
心
、
安
清
浄
心
、
楽
清
浄
心
］
を
妙
楽
勝
真
心
に
摂
し
て
、
こ
の
四
種
の
法
が
往
生
の
因
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。 

 

●
名
義
摂
対
に
二
あ
り
。 

１
、
標
章
。 

名
義
摂
対
と
い
う
は
、 

【
解
読
】 

名(

み
な)

の
義(

い
わ
れ)
を
摂(

ま
と)

め
対(

く
ら)

べ
る
と
は
、［
論
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
］。 

 

２
、
正
明
に
三
あ
り
。 

⒈
初
め
に
三
門
二
智
摂
対
を
明
か
す
に
二
あ
り
。 

⑴
［
浄
土
］
論
の
文 

向
に
説
く
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
の
三
種
の
門
は
、
般
若
を
摂
取
し
、
般
若
は
方
便
を
摂
取
す
、
知
る
べ
し
。 

【
解
読
】 

 

さ
き
［
の
第
六
離
菩
提
障
章
］
に
説
い
た
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
の
三
種
の
門
は
、
般
若
を
摂
め
て
お
り
、
般
若
は
方
便
を
摂

め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

【
語
意
】 

・
三
種
の
門 



 

①
智
慧
門…

智
慧
の
門
に
依
っ
て
自
己
の
楽
を
求
め
ず
、
我
執
の
心
に
よ
っ
て
自
己
自
身
に
貪
着
す
る
こ
と
を
離
れ
る
。 

 
②
慈
悲
門…

慈
悲
の
門
に
依
っ
て
生
き
と
し
生
け
る
者
の
苦
し
み
を
除
き
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
心
を 

離
れ
る
。 

 

③
方
便
門…

方
便
の
門
に
依
っ
て
生
き
と
し
生
け
る
者
を
い
つ
く
し
み
、
自
己
自
身
が
供
養
さ
れ
、
う
や
ま
わ
れ
た
い
と 

い
う
心
を
離
れ
る
。 

 
 

※
証
文
類
訓
『
論
註
』
三
に
は
方
便
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
る
心
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 

『
証
巻
』
三
に
は
方
便
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生
を
憐
愍
し
た
ま
ふ
心
な
り
。1

2
-1

3
1

 

 

⑵
論
文
を
釈
す
る
に
二
あ
り
。 

①
［
ま
ず
］
正
明
に
三
あ
り
。 

 

❶
名
義
を
釈
す
。 

「
般
若
」
と
い
ふ
は
、
如
に
達
す
る
慧
の
名
な
り
。「
方
便
」
と
い
ふ
は
、
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り
。
如
に
達
す
れ
ば
す
な
は
ち

心
行
寂
滅
な
り
。
権
に
通
ず
れ
ば
則
ち
つ
ぶ
さ
に
衆
機
を
省
る
。 

【
解
読
】 

 

「
般
若
」
と
は
真
如
に
到
達
し
た
智
慧
に
名
づ
け
、「
方
便
」
と
は
権(

ご
ん)

［
現
実
］
に
通
ず
る
智
慧
を
い
う
。
真
如
に
到
達

す
れ
ば
、
心
の
［
分
別
の
］
は
た
ら
き
は
こ
と
ご
と
く
滅
す
る
が
、
現
実
に
通
ず
れ
ば
事
細
や
か
に
衆
生
の
根
機
を
省
察
す
る
。 

 

【
語
意
】 

・
四
法
の
中
の
前
二
心 



①
般
若
＝
般
若
心…

真
諦
門
の
智
慧
。
智
慧
・
慧
・
明
・
清
浄
・
遠
離
な
ど
と
訳
す
。 

②
方
便
＝
方
便
心…

世
俗
諦
の
有
を
縁
じ
て
衆
生
済
度
の
は
た
ら
き
を
す
る
後
得
智
。 

 

【
私
釈
】 

 

般
若
心
を
真
如
法
性
［
法
性
法
身
］、
方
便
心
を
方
便
法
身
と
解
釈
す
る
。
真
如
よ
り
出
で
た
る
心
は
、
一
切
衆
生
に
通
じ
る

救
い
の
有
り
様
と
な
る
。
そ
の
具
体
的
な
名
が
智
慧
・
慈
悲
・
方
便
の
三
門
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 
 

❷
摂
対
を
示
す
。 

機
を
省
る
智
、
つ
ぶ
さ
に
応
じ
て
し
か
も
無
知
な
り
。
寂
滅
の
慧
、
ま
た
無
知
に
し
て
つ
ぶ
さ
に
省
る
。 

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
智
慧
と
方
便
と
あ
ひ
縁
じ
て
動
じ
、
あ
ひ
縁
じ
て
静
な
り
。
動
の
静
を
失
せ
ざ
る
こ
と
は
智
慧
の
功
な
り
。 

静

の
動
を
廃
せ
ざ
る
こ
と
は
方
便
の
力
な
り
。 

【
解
読
】
※
こ
こ
の
翻
訳
の
智
慧
は
般
若
心
、
方
便
は
方
便
心
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

根
機
を
省(

み)

て
知
る
智
慧
は
、
衆
生
の
願
い
に
一
つ
一
つ
応
え
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
無
知
［
思
慮
分
別
を
は
な
れ
た

無
分
別
智
］
で
あ
る
。
心
の
は
た
ら
き
の
滅
し
た
智
慧
も
、
何
か
に
つ
い
て
知
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
事
細
や
か
に

衆
生
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
智
慧
と
方
便
と
は
た
が
い
に
縁
と
な
っ
て
［
衆
生
済
度
の
］
動
き
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
た
が
い
に
縁
と
な
っ
て

［
涅
槃
の
］
静(

せ
い)

な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。［
衆
生
済
度
の
］
動
き
が
静
な
る
こ
と
を
失
わ
な
い
の
は
智
慧
の
お
か

げ
で
あ
り
、
そ
の
静
が
動
き
を
さ
ま
た
げ
な
い
の
は
方
便
の
力
で
あ
る
。 

 



 
 

 
 

❸
結
び 

こ
の
ゆ
ゑ
に
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
は
般
若
を
摂
取
し
、
般
若
は
方
便
を
摂
取
す
。 

【
解
読
】 

だ
か
ら
智
慧
門
と
慈
悲
門
と
方
便
門
と
は
般
若
心
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
般
若
心
は
方
便
心
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 

②
「
知
る
べ
し
」
を
釈
す
る
に
二
あ
り
。 

 
 

 
 

❶
正
釈 

「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
智
慧
と
方
便
と
は
こ
れ
菩
薩
の
父
母
な
り
。
も
し
智
慧
と
方
便
と
に
よ
ら
ず
は
、
菩
薩
の
法
、

す
な
は
ち
成
就
せ
ず
と
知
る
べ
し
と
な
り
。  

【
解
読
】 

「
よ
く
承
知
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
智
慧
と
方
便
と
は
菩
薩
の
父
と
母
で
あ
っ
て
、
智
慧
と
方
便
と
に
よ
ら
な
け
れ

ば
菩
薩
の
法(

み
ち)

は
完
成
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  
 

 

❷
所
以
［
理
由
］
を
示
す
。 

な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
智
慧
な
く
し
て
衆
生
の
た
め
に
す
る
時
は
、
す
な
は
ち
顛
倒
に
堕
す
。
も
し
方
便
な
く
し
て
法
性

を
観
ず
る
時
は
、
す
な
は
ち
実
際
を
証
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ
。 

【
解
読
】 

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
も
し
智
慧
［
般
若
心
］
を
も
た
ず
に
［
教
化
を
］
す
る
と
き
は
、
よ
こ
し
ま
な
道
に
お
ち
い
る
し
、
も
し

方
便
心
な
く
し
て
法
性
を
観
ず
る
と
き
は
、
二
乗
の
さ
と
り
を
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
「
よ
く
承
知
す
べ
き
だ
」
と
い
う



の
で
あ
る
。 

 
【
私
釈
】 

般
若
心
を
真
如
法
性
［
法
性
法
身
］
と
し
、
方
便
心
を
方
便
法
身
と
す
れ
ば
、
真
如
な
き
教
化
は
た
だ
自
他
を
ま
よ
わ
す
だ
け
で

あ
り
、
他
者
へ
慈
悲
を
も
た
ぬ
歩
み
は
声
聞
乗
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
菩
薩
に
か
け
ら
れ
た
る
願
い
の
根
本
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
後
の
考
察
に
お
い
て
、
私
釈
を
述
べ
る
。 

 

【
語
意
】 

〇
九
名
中
の
三
門
（
三
種
の
法
）
と
三
遠
離
心 

 

第
六
障
菩
提
門
章
の
文 

菩
薩
か
く
の
ご
と
く
回
向
を
知
り
て
成
就
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ
く
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
。 

・
菩
薩…

『
浄
土
論
』
の
善
巧
摂
化
以
下
に
出
る
菩
薩
は
、
往
生
浄
土
を
願
う
行
者
の
こ
と
。 

 

［
西
本
願
寺
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
に
拠
る
］
※
検
証
中 

・
知
回
向
成
就…

『
論
』、『
論
註
』
の
書
き
下
し
は
「
菩
薩
か
く
の
ご
と
く
回
向
を
知
り
て
成
就
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
よ
く
三
種 

の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
。」
で
あ
る
が
、
聖
人
は
証
巻1

2
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に
て
「
菩
薩
是
の
如
く
善
く
回
向
成
就
し
た
ま
へ 

る
を
知
れ
ば
、
即
ち
能
く
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
る
な
り
。［
願
生
の
行
者
は
、［
法
蔵
菩
薩
が
］
善
く
回
向
を
成 

就
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
た
だ
ち
に
菩
提
の
門
に
相
違
す
る
三
種
の
法
を
は
な
れ
る
。］」
と
、
他
力
回
向
の
は
た 

ら
き
を
示
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。［
論
註
加
点
本
訓
］ 

 



⒉
前
三
種
の
摂
対
を
明
か
す
に
二
あ
り
。 

 
 

⑴
［
浄
土
］
論
の
文 

向
に
我
心
を
遠
離
し
て
自
身
に
貪
着
せ
ざ
る
と
、
衆
生
を
安
ん
ず
る
こ
と
な
き
心
を
遠
離
す
る
と
、
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を

遠
離
す
る
と
を
説
け
り
。
こ
の
三
種
の
法
は
菩
提
を
障
ふ
る
心
を
遠
離
す
、
知
る
べ
し
。 

【
解
読
】 

さ
き
に
［
障
菩
提
門
章
に
お
い
て
］、
我(

が)

の
心
を
は
な
れ
自
身
に
貪
着
し
な
い
こ
と
、
衆
生
を
安
ん
ぜ
し
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
心
を
は
な
れ
る
こ
と
、
自
己
自
身
が
供
養
さ
れ
、
う
や
ま
わ
れ
た
い
と
お
も
う
心
を
は
な
れ
る
［
法
］
に
つ
い
て
説
い
た
が
、

こ
の
三
種
の
法
に
よ
っ
て
菩
提
を
さ
ま
た
げ
る
心
を
は
な
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
で
あ
る
。 

  
 

⑵
論
文
を
釈
す
る
に
三
あ
り
。 

 
 

 

①
障
碍
の
相
を
示
す
。 

 

諸
法
に
お
の
お
の
障
礙
の
相
あ
り
。
風
は
よ
く
静
を
障
へ
、
土
は
よ
く
水
を
障
へ
、
湿
は
よ
く
火
を
障
ふ
る
が
ご
と
し
。
五
悪
・

十
悪
は
人
天
を
障
ふ
。
四
顛
倒
は
声
聞
の
果
を
障
ふ
。 

こ
の
な
か
の
三
種
の
不
遠
離
は
、
菩
提
を
障
ふ
る
心
な
り
。 

【
解
読
】 

 

い
ろ
い
ろ
の
存
在
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
障
害
と
な
る
相
が
あ
る
。
た
と
え
ば
風
は
静
寂
を
さ
ま
た
げ
、
土
は
水
を
さ
ま
た
げ
、
湿

気
は
火
を
さ
ま
た
げ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
五
逆
・
十
悪
は
人
天
［
に
生
ま
れ
る
こ
と
］
を
さ
ま
た
げ
、
四
顛
倒

は
声
聞
の
さ
と
り
を
さ
ま
た
げ
る
。
こ
の
論
に
説
く
［
衆
生
を
安
ん
ぜ
し
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
心
な
ど
］
三
種
の
心
は
菩
提
を

さ
ま
た
げ
る
心
を
は
な
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 



【
語
意
】 

・
五
悪…

五
戒
の
反
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
。
戒
を
持
て
ば
人
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。 

・
十
悪…

殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
綺
語
・
悪
口
・
両
舌
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
十
悪
業
。 

 
 

 
 

逆
に
十
善
業
を
行
ず
れ
ば
天
上
界
へ
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。 

・
四
顛
倒…
四
つ
の
邪
な
見
解
。
二
乗
は
四
不
顛
倒
を
観
じ
て
さ
と
る
。 

常
顛
倒
［
無
常
な
も
の
を
永
遠
で
あ
る
と
み
る
こ
と
］ 

楽
顛
倒
［
苦
を
楽
と
み
る
こ
と
］ 

我
顛
倒
［
無
我
を
我
あ
り
と
み
る
こ
と
］ 

浄
顛
倒
［
不
浄
な
も
の
を
清
ら
か
で
あ
る
と
み
る
こ
と
］ 

  
 

 

②
「
知
る
べ
し
」
を
釈
す
。 

「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ
は
、
も
し
障
ふ
る
こ
と
な
き
こ
と
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
三
種
の
障
礙
を
遠
離
す
べ
し
と
な
り
。 

【
解
読
】 

 

「
承
知
す
べ
き
だ
」
と
は
、
も
し
さ
ま
た
げ
の
な
い
こ
と
を
得
よ
う
と
お
も
う
な
ら
、
こ
の
三
種
の
障
害
［
と
な
る
心
］
を
は

な
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  

⒊
後
二
種
の
摂
対
を
明
か
す
に
二
あ
り
。 

 
 

⑴
［
浄
土
］
論
の
文 

向
に
無
染
清
浄
心
、
安
清
浄
心
、
楽
清
浄
心
を
説
け
り
。
こ
の
三
種
の
心
は
、
一
処
に
略
し
て
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
す
、
知
る
べ



し
。 

【
解
読
】 

さ
き
に
［
順
菩
提
門
に
お
い
て
］、
染(

け
が
れ)

の
な
い
清
浄
な
心
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
清
浄
な
心
、
衆
生
に
楽
を
あ
た
え

る
清
浄
な
心
に
つ
い
て
説
い
た
が
、
こ
の
三
種
の
心
は
大
略
す
れ
ば
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
妙
薬
に
し
て
す
ぐ
れ
た
真
心
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
で
あ
る
。 

【
語
意
】 

・「
向
に
」
と
は
、
第
七
順
菩
提
門
に
、
と
い
う
意
味
。 

・
第
七
順
菩
提
門
の
文
の
聖
人
の
訓 

『
論
註
』
「
三
種
の
菩
提
門
に
随
順
す
る
法
の
満
足
を
得
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」 

『
証
巻
』
「
三
種
の
随
順
菩
提
門
の
法
満
足
す
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
故
に
」 

・
「
こ
の
三
種
の
心
は
、
一
処
に
略
し
て
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
す
」
は
「
成
就
し
た
ま
へ
り
」1

2
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・
無
染
清
浄
心…

自
身
の
為
に
諸
楽
を
求
め
ず 

・
安
清
浄
心…

一
切
衆
生
の
苦
を
抜
く 

・
楽
清
浄
心…

一
切
衆
生
を
し
て
大
菩
提
を
得
し
め
、
衆
生
を
摂
取
し
て
彼
の
国
土
に
生
ぜ
し
め
る 

  
 

⑵
論
の
文
を
釈
す
る
に
三
あ
り
。 

 
 

 

①
三
楽
を
列
ね
る
。 

 

楽
に
三
種
あ
り
。
一
に
は
外
楽
、
い
は
く
五
識
所
生
の
楽
な
り
。
二
に
は
内
楽
、
い
は
く
初
禅
・
二
禅
・
三
禅
の
意
識
所
生
の
楽

な
り
。
三
に
は
法
楽
楽
、
い
は
く
智
慧
所
生
の
楽
な
り
。
こ
の
智
慧
所
生
の
楽
は
、
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
の
功
徳
を
愛
す
る
よ
り
起
れ



り
。 

【
解
読
】 

 
楽
に
三
種
あ
る
。
一
に
は
外
薬
、
こ
れ
は
［
眼
識
な
ど
の
］
五
識
に
よ
っ
て
生
ず
る
薬
で
あ
る
。
二
に
は
内
薬
、
こ
れ
は
初
禅
・

二
禅
・
三
禅
［
の
世
界
］
の
意
識
に
よ
っ
て
生
ず
る
薬
で
あ
る
。
三
に
は
法
楽(

ほ
う
が
く)

の
楽(

ら
く)

、
い
わ
ゆ
る
智
慧
に
よ

っ
て
生
ず
る
楽
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
生
ず
る
楽
は
、
仏
の
功
徳
を
愛(

い
つ
く)

し
む
こ
と
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
っ
て
、 

  
 

 

②
正
し
く
摂
対
を
明
か
す
。 

こ
れ
我
心
を
遠
離
す
る
と
、
無
安
衆
生
心
を
遠
離
す
る
と
、
自
供
養
心
を
遠
離
す
る
と
な
り
。
こ
の
三
種
の
心
、
清
浄
に
し
て
増
進

す
る
を
、
略
し
て
妙
楽
勝
真
心
と
な
す
。 

【
解
読
】 

こ
れ
は
我
の
心
を
は
な
れ
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
心
を
は
な
れ
、
自
分
が
供
養
さ
れ
た
い
と
お
も
う
心
を
は

な
れ
る
と
こ
ろ
の
智
慧
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
種
の
心
が
だ
ん
だ
ん
清
浄
さ
を
増
し
て
い
く
と
、
大
略
し
て
妙
薬
に
し
て
勝
れ

た
真
心
と
な
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 

③
別
し
て
三
字
を
解
す
る
。 

「
妙
」
の
言
は
、
そ
れ
好
な
り
。
こ
の
楽
は
仏
を
縁
じ
て
生
ず
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。「
勝
」
の
言
は
、
三
界
の
な
か
の
楽

に
勝
出
せ
り
。「
真
」
の
言
は
、
虚
偽
な
ら
ず
顛
倒
せ
ず
。 

【
解
読
】 

「
妙
」
と
は
好(

こ
う)

［
す
ぐ
れ
た
］
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
楽
が
仏
を
縁(

よ
す
が)

と
し
て
生
ず
る
か
ら
で
あ



る
。「
勝
」
と
は
ま
よ
い
の
世
界
に
あ
る
薬
を
こ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
真
」
と
は
虚
偽
で
な
く
、
顛
倒
［
さ
か
さ
ま
］

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

【
考
察
】 

㈠
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
に
つ
い
て
。 

三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
と
は
、
我
等
に
お
け
る
三
つ
の
我
執
の
在
り
方
で
あ
る
。
門
と
い
う
の
は
、
入
出
の
義
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
菩
提
＝
真
実
＝
大
経
の
教
法
に
入
る
［
触
れ
た
］
と
こ
ろ
に
あ
る
問
題
、
つ
ま
り
ま
っ
た
く
仏
法
に
縁
の
な
い
者
で
は

な
く
、
求
道
中
の
行
者
の
す
が
た
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
内
容
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

さ
て
、
一
つ
に
は
我
心
不
貪
着
自
身
心
。
自
己
の
楽
を
求
め
、
我
執
の
心
に
よ
っ
て
自
己
自
身
に
貪
着
す
る
こ
と
、
と
あ
る
。

楽
と
は
、
苦
［
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
］
の
反
対
と
み
れ
ば
、
思
い
通
り
に
い
く
事
を
指
す
と
言
え
よ
う
。
思
い
通
り
に
い

く
と
は
、
仏
法
を
自
己
の
も
の
と
し
、
自
己
の
解
釈
に
そ
う
よ
う
に
し
て
我
得
た
り
と
執
著
し
、
自
分
だ
け
が
助
か
れ
ば
、
自
分

だ
け
が
求
道
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
私
だ
け
が
仏
法
を
聞
い
て
助
か
っ
て
い
こ
う
、
善
人
に

な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
根
性
が
あ
る
か
ら
、
二
つ
目
の
無
安
衆
生
心
、
他
者
へ
の
敬
い
心
に
欠
け
て
お
り
、
人
の
苦
労
に
対
し
て

感
謝
の
念
が
な
く
、
苦
悩
に
対
し
て
共
感
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
な
い
。
ま
こ
と
に
狭
い
世
界
を
生
き
て
い
る
。
三

つ
の
目
の
供
養
恭
敬
自
身
心
は
、
我
こ
そ
は
と
い
う
善
人
意
識
の
ゆ
え
に
、
自
分
が
敬
わ
れ
た
い
と
い
う
、
大
変
な
勘
違
い
を
し

て
い
る
姿
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
三
種
の
真
実
に
対
す
る
相
違
に
、
真
実
は
ど
う
応
え
て
く
だ
さ
る
の
か
。
一
つ
目
に
は
智
慧
の
は
た
ら
き
を
も
っ
て
、

［
私
の
姿
を
知
ら
し
め
て
］
我
執
を
打
ち
破
り
、
二
つ
目
は
慈
悲
の
は
た
ら
き
を
も
っ
て
、
一
切
衆
生
へ
の
友
愛
と
共
感
の
相
を

示
し
て
、
自
身
の
無
慈
悲
ぶ
り
を
知
ら
し
め
る
。
こ
こ
は
光
寿
無
量
の
願
に
拠
る
と
こ
ろ
と
思
う
。 



三
つ
目
は
供
養
す
べ
き
も
の
、
恭
敬
す
べ
き
も
の
が
ま
こ
と
に
分
か
っ
て
い
な
い
姿
が
あ
る
。
仏
法
を
聞
い
て
い
く
と
、
ど
こ

か
偉
く
な
っ
た
よ
う
な
、
人
生
と
い
う
も
の
を
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
が
、
ま
っ
た
く
気
の
せ
い
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
が
『
証

巻
』
に
て
『
論
註
』
の
文
を
引
用
な
さ
る
時
、
わ
ざ
わ
ざ
「
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
る
心
」
を
「
一
切
衆
生
を
憐
愍
し
た
ま
ふ
心
」

と
訓
を
お
つ
け
に
な
っ
た
の
は
、
私
こ
そ
憐
愍
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、

「
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
べ
し
」
と
は
、
第
五
の
善
巧
摂
化
章
の
回
向
成
就
と
い
う
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
こ
と
が
い

た
だ
け
て
く
る
。
善
巧
摂
化
章
の
二
種
の
法
身
の
と
こ
ろ
、「
一
つ
に
は
法
性
法
身
、
二
つ
に
は
方
便
法
身
な
り
」
の
方
便
法
身

の
意
義
を
、
次
の
離
菩
提
障
章
に
お
い
て
、
方
便
と
は
、
方
は
正
直
と
い
う
こ
と
［
真
如
に
か
な
う
］
と
い
う
、
便
と
は
己
を
外

と
す
る
［
お
の
れ
を
捨
て
て
一
切
衆
生
を
す
く
う
］
大
慈
悲
と
明
記
し
て
、
真
実
は
自
身
か
ら
発
起
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ

ま
で
も
回
向
さ
れ
る
も
の
、
与
え
ら
れ
て
く
る
も
の
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
あ
ろ
う
の
で
は
な
い
か
。 

こ
こ
か
ら
、
名
義
摂
対
章
の
内
容
に
入
る
。
こ
の
三
種
の
法
が
「
般
若
」
と
「
方
便
」
を
摂
す
る
、
と
あ
る
。
や
や
こ
し
い
の

は
智
慧
門
は
智
慧
に
触
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
般
若
［
梵
語
の
音
写
］
も
訳
す
れ
ば
智
慧
、
方
便
門
と
あ
る
も
ま
た
方
便
と

出
て
き
て
、
同
じ
言
葉
が
あ
る
。
そ
こ
で
無
学
な
が
ら
仮
説
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
。 

先
述
の
三
種
の
［
智
慧
・
慈
悲
・
方
便
］
門
は
、
法
蔵
の
四
十
八
願
に
相
応
す
る
と
み
た
。
智
慧
門
は
第
十
二
願
、
慈
悲
門
は

第
十
三
願
、
方
便
門
は
第
二
十
二
願
に
相
応
す
る
と
す
る
。
第
十
二
願
に
相
応
す
れ
ば
、
智
慧
の
境
地
に
至
る
の
は
法
蔵
菩
薩
で

あ
る
が
、
至
れ
ば
［
入
れ
ば
］
即
ち
第
十
四
願
と
な
り
、［
出
れ
ば
］
声
聞
も
漏
ら
さ
じ
と
の
願
い
が
生
ま
れ
る
。
次
の
慈
悲
門

は
、
入
る
と
こ
ろ
が
第
十
三
願
で
、
出
る
と
こ
ろ
が
第
十
五
願
。
慈
悲
の
願
い
が
、
我
が
国
土
の
人
天
を
し
て
、
さ
ら
な
る
深
ま

り
を
願
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
の
方
便
門
は
、
真
如
に
か
な
い
、
己
を
捨
て
て
一
切
衆
生
を
す
く
う
と
の
願
い
か
ら
、
還

相
廻
向
の
願
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
己
を
捨
て
て
い
く
の
は
、
根
っ
こ
は
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
が
、
弥
陀
の
報
土
に
生
ま
れ
た
か

ら
に
は
、
浄
土
に
止
ま
っ
て
、
己
の
安
楽
の
み
を
求
め
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
の
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
［
従
果
向
因
］。



第
二
十
二
願
に
は
、
普
賢
の
徳
が
示
さ
れ
て
、
そ
の
お
徳
が
念
仏
の
行
者
、
信
心
の
行
者
へ
回
向
さ
れ
る
。 

こ
の
三
種
の
願
い
に
対
し
て
、「
般
若
」
と
「
方
便
」
の
義
を
考
え
て
み
る
と
、「
般
若
」
と
い
ふ
は
、
如
に
達
す
る
慧
の
名
な

り
。「
方
便
」
と
い
ふ
は
、
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り
。」
と
あ
る
。
語
意
を
参
照
し
て
言
い
か
え
れ
ば
、
真
如
に
到
達
し
た
真
諦

門
の
智
慧
の
在
り
方
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
現
実
に
お
け
る
衆
生
救
済
の
た
め
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

な
れ
ば
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
智
慧
・
慈
悲
・
方
便
の
三
門
は
、
真
如
に
到
達
し
た
智
慧
に
摂
取
［
内
包
］
さ
れ

る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
は
た
ら
き
を
持
つ
の
で
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
は
般
若
心
が
方
便
心
を
摂
取
［
内
包
］
す
る
こ
と
で
、
現

実
に
お
い
て
、
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
般
若
と
方
便
の
意
味
を
、
十
波
羅
蜜
に
と
れ
ば
こ
う
で
あ
ろ
う
。
波
羅
蜜
は
到
彼
岸
の
行
の
意
で
あ
っ
て
、
ど
の
行
も
完

了
形
の
意
味
で
あ
る
。
六
波
羅
蜜
の
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
の
、
最
後
の
智
慧
が
こ
こ
の
般
若
心
を
意
味
す

る
「
慧
」
に
あ
た
り
、
そ
の
智
慧
を
四
つ
に
開
け
ば
十
波
羅
蜜
と
な
り
、
方
便
、
願
、
力
、
智
と
な
る
。
こ
れ
の
最
後
の
方
便
心

を
意
味
す
る
「
智
」
と
な
る
。
だ
か
ら
、
般
若
が
方
便
を
摂
取
す
、
慧
が
智
を
摂
取
す
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
完
成
さ
れ
た
行

は
自
己
の
完
成
を
意
味
し
、
そ
れ
は
同
時
に
他
者
の
救
済
と
な
る
。［
こ
の
十
波
羅
蜜
の
く
だ
り
は
仏
教
語
大
辞
典
を
参
照
し
た
］ 

 

㈡
遠
離
の
意
義 

 

菩
提
門
を
障
う
る
三
種
の
心
を
遠
離
す
べ
し
と
あ
る
の
は
、
い
か
な
る
意
義
で
あ
ろ
う
か
。
衆
生
救
済
に
お
い
て
は
、
法
を
聞

く
も
の
が
、
自
身
の
欲
の
た
め
に
歩
み
、
身
勝
手
な
解
釈
を
し
て
真
実
に
さ
か
ら
い
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
ま
っ
た
く
目
が
向
い
て

い
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
変
な
障
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
貪
欲
瞋
恚
が
盛
ん
な
た
め
に
名
利
心
に
ま
ど
い
、
愚
痴
無

明
の
ゆ
え
に
、
自
己
の
本
当
の
相
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
法
蔵
菩
薩
は
、
求
道
者
に
「
遠
離
す
べ
し
」
と
の
詞
を
も

っ
て
、
自
己
の
現
実
に
覚
め
よ
と
の
思
し
召
し
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
い
つ
も
自
己
に
あ
る
。 



 
㈢
三
清
浄
心
の
名
と
義
に
つ
い
て
。 

三
清
浄
心
は
、
順
菩
提
門
章
に
あ
る
。
そ
の
三
清
浄
心
を
無
障
心
に
摂
取
す
る
と
示
さ
れ
る
。 

 

『
証
巻
』
を
み
れ
ば
、
順
菩
提
門
章
の
始
め
の
文
を
聖
人
は
、1

2
-1

3
1

-6

に
「
順
菩
提
門
と
は
〈
菩
薩
は
是
の
如
き
三
種
の
菩

提
門
相
違
の
法
を
遠
離
し
て
、
三
種
の
随
順
菩
提
門
の
法
満
足
す
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
故
に
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
論

註
』
で
は
「
得
る
」
と
あ
る
の
で
、
菩
薩
の
意
味
が
変
わ
っ
て
く
る
。
得
る
と
い
え
ば
、
願
生
の
行
者
、
得
た
ま
え
る
と
い
え
ば

法
蔵
菩
薩
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
解
釈
は
問
い
［
宿
題
］
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

㈣
四
種
の
法
の
最
後
の
勝
真
心
に
つ
い
て
。 

 

「
勝
真
心
」
の
詞
は
第
九
願
事
成
就
章
に
出
る
。
こ
こ
で
は
「
妙
楽
勝
真
心
」
の
こ
と
で
、
三
清
浄
心
は
、
略
し
て
一
処
に
し

て
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
す
る
な
り
、
と
あ
る
。
妙
楽
と
は
、
清
浄
処
た
る
仏
を
縁(

よ
す
が)

と
し
て
生
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
迷

い
の
世
界
に
あ
る
楽
を
超
え
て
い
る
［
勝
っ
て
い
る
］
の
で
あ
り
、
真
実
で
あ
っ
て
虚
偽
［
虚
仮
不
実
］
で
な
く
、
顛
倒
で
も
な

い
心
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。 

 

三
楽
を
列
ね
て
述
べ
る
と
こ
ろ
に
、
遠
離
我
心
、
遠
離
無
安
衆
生
心
、
遠
離
自
供
養
心
が
、
だ
ん
だ
ん
清
浄
さ
を
増
し
て
い
く

と
、
大
略
し
て
勝
れ
た
真
心
と
な
る
、
と
あ
る
。
清
浄
さ
を
増
進
す
る
と
は
、
信
力
増
上
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
信
力
増
上
と
は
、

還
相
廻
向
の
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
も
の
が
、
浄
土
に
と
ど
ま
ら
ず
、
穢
土
に
還
っ
て
い
く
相

を
い
う
。
そ
の
還
る
と
こ
ろ
に
は
、
浄
土
の
菩
薩
［
国
土
の
人
天
・
一
切
衆
生
］
に
は
た
ら
く
仏
心
の
相
を
み
る
の
で
あ
る
。
た

だ
往
生
し
て
お
わ
り
で
は
な
い
。
自
分
だ
け
が
助
か
っ
て
お
わ
り
と
い
う
の
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
大
き
な
落
と
し
穴
に
は

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
生
相
続
の
聞
法
の
中
に
、
い
よ
い
よ
仏
の
信
心
が
は
た
ら
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
大
悲
の
行



た
る
念
仏
を
申
し
、
他
の
人
を
も
仏
徳
を
も
っ
て
、
共
に
念
仏
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

  

四
、
十
重
の
義
の
九
、
願
事
成
就
章 

 

信
と
行
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
す
る 

【
解
説
】 

 

願
生
の
事
業
が
成
就
す
る
こ
と
。
巻
下
は
じ
め
の
論
文
の
「
云
何
観
云
何
生
信
心
」
の
問
い
に
、
起
観
生
信
章
よ
り
浄
入
願
心

章
［
以
上
は
如
何
観
に
応
え
る
に
五
念
門
行
を
明
か
す
］
を
経
て
名
義
摂
対
章
［
以
上
は
如
何
生
信
心
に
応
え
る
に
四
心―

清
浄

仏
国
土
に
生
ま
れ
る
因―
を
明
か
す
］
に
至
っ
て
す
べ
て
答
え
お
わ
り
、
こ
の
願
事
成
就
章
に
来
て
は
じ
め
て
、
そ
の
四
心
［
信

心
］
の
獲
得
に
お
い
て
五
念
門
の
行
［
往
生
業
］
が
成
就
す
る
と
い
う
、
信
と
行
と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
る
。 

 

な
お
『
論
註
』
の
当
分
で
は
浄
土
願
生
の
事
業
の
成
就
を
意
味
し
て
い
る
が
、
聖
人
は
、
法
蔵
菩
薩
の
願
事
の
成
就
と
み
ら
れ

て
い
る
。 

 

●
願
事
成
就
に
二
あ
り
。 

１
、
標
章
。 

願
事
成
就
と
は
、 

【
解
読
】 

［
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
］
願
い
の
事
業
が
成
就
す
る
と
は
、［
論
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
］。 

 

２
、
正
明
に
二
あ
り
。 



 

⒈
願
事
を
明
か
す
に
二
あ
り
。 

 
 

⑴
［
浄
土
］
論
の
文 

か
く
の
ご
と
く
菩
薩
は
智
慧
心
・
方
便
心
・
無
障
心
・
勝
真
心
を
も
つ
て
、
よ
く
清
浄
の
仏
国
土
に
生
ず
、
知
る
べ
し
。 

【
解
読
】 

こ
の
よ
う
に
菩
薩
は
、
智
慧
の
心
と
方
便
の
心
と
菩
提
を
障
げ
る
こ
と
の
な
い
心
と
勝
れ
た
真
の
心
と
に
よ
っ
て
、
よ
く
清
浄

な
る
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
で
あ
る
。 

【
語
意
】 

・
か
く
の
ご
と
く
と
は
、
第
八
名
義
摂
対
章
の
通
り
と
い
う
こ
と
。 

・『
証
巻
』
「
生
ず
」
は
「
生
ぜ
し
め
た
ま
へ
り
」1

2
-1

3
3

-4
 

 

こ
の
場
合
、
標
章
は
「
浄
土
に
う
ま
れ
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
の
事
業
が
成
就
す
る
と
は
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
こ
の
段
は
、

「
こ
の
よ
う
に
願
生
の
行
者
は
、
法
蔵
菩
薩
の
信
心
を
も
っ
て
、
も
れ
な
く
清
浄
仏
国
に
生
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
、
は
き
違
え
る
こ
と
な
く
、
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
翻
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  
 

⑵
論
の
文
を
釈
す
。 

 

「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
こ
の
四
種
の
清
浄
功
徳
を
も
つ
て
、
よ
く
か
の
清
浄
仏
国
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
。
こ
れ

他
縁
を
も
つ
て
生
ず
る
に
は
あ
ら
ず
と
知
る
べ
し
と
な
り
。 

【
解
読
】 

 

「
承
知
す
べ
き
だ
」
と
は
、
こ
の
四
種
の
清
浄
な
る
功
徳
に
よ
っ
て
、
よ
く
彼
の
清
浄
な
る
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
縁
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
承
知
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 



 
【
考
察
】 

 

「
知
る
べ
し
」
の
詞
は
、
大
切
な
と
こ
ろ
を
聞
き
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
往
生
が
定
ま
る
の
は
、
自
分

の
学
び
や
行
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
己
の
や
っ
て
き
た
功
績
に
よ
っ
て
す
く
わ
れ
た
と
思
う
の
は
、
た
だ
の
傲

慢
で
あ
る
。
清
浄
と
は
、
ま
っ
た
く
対
極
に
あ
る
心
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
び
が
無
駄
で
あ
る
と
か
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
自
己
の
傲
慢
さ
に
気
づ
か
さ
れ
て
頭
が
下
が
る
と
こ
ろ
に
、
仏
力
が
は
た
ら
い
て
く
だ
さ
っ
た
と
御
礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ

だ
ろ
う
。 

  

⒉
成
就
を
釈
す
る
に
二
あ
り
。 

 
 

⑴
［
浄
土
］
論
の
文 

こ
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
、
五
種
の
法
門
に
随
順
し
、
所
作
意
に
随
ひ
て
自
在
に
成
就
す
と
名
づ
く
。
向
の
所
説
の
ご
と
き
身
業
・
口

業
・
意
業
・
智
業
・
方
便
智
業
は
、
法
門
に
随
順
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。 

【
解
読
】 

 

こ
れ
を
、
大
菩
薩
は
五
念
門
に
し
た
が
っ
て
、
行
お
う
と
す
る
こ
と
す
べ
て
が
お
も
い
の
ま
ま
自
由
自
在
に
成
し
と
げ
ら
れ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。［
五
念
門
と
は
］
さ
き
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
身
の
業
、
口
の
業
、
心
の
業
、
智
慧
の
業
、
方
便
智
の
業
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
は
［
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
］
随
順
す
る
法
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

【
語
意
】 

・『
証
巻
』
「
成
就
す
」
は
「
成
就
し
た
ま
へ
り
」1

2
-1

3
3
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【
考
察
】【
質
問
】 

「
是
［
こ
れ
」］
と
は
、
四
種
の
清
浄
功
徳
を
も
っ
て
、
往
生
が
定
ま
る
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
名
づ
け
て
、

「
菩
薩
摩
訶
薩
、
五
種
の
法
門
に
随
順
し
、
所
作
意
に
随
ひ
て
自
在
に
成
就
す
」
と
あ
る
が
、
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。 

 

①
菩
薩
摩
訶
薩
と
は
、
い
か
な
る
菩
薩
の
こ
と
か
。 

 

②
五
種
の
法
門
と
は
五
念
門
の
行
で
あ
る
が
、
そ
の
行
に
随
順
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

 

③
意
に
随
い
て
と
は
、
い
か
な
る
こ
こ
ろ
［
意
向
］
を
い
う
の
か
。 

  
 

⑵
論
の
文
を
釈
す
る
に
三
あ
り
。 

 
 

 

①
自
在
を
釈
す
。 

 

「
意
に
随
ひ
て
自
在
に
」
と
は
、
こ
の
五
種
の
功
徳
力
を
も
つ
て
、
よ
く
清
浄
仏
土
に
生
ず
れ
ば
出
没
自
在
な
る
を
い
ふ
な
り
。 

【
解
読
】 

 

「
お
も
い
の
ま
ま
自
由
自
在
」
と
は
、
こ
の
五
種
の
功
徳
の
力
に
よ
っ
て
よ
く
清
浄
な
る
仏
国
に
生
ま
れ
、
出
る
も
没
す
る
も

自
由
自
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

【
語
意
】 

・
出
没
自
在…

巻
上
の
菩
薩
功
徳
荘
厳
の
第
二
［
聖
全
一-
三
〇
五
］
に
応
じ
た
功
徳
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

「
此
没
出
彼
」
に
対
応
し
て
、
不
動
に
し
て
一
念
一
時
に
十
方
世
界
を
教
化
す
る
自
在
な
る
功
徳
を
あ
ら
わ
す 

語
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 

②
五
業
を
配
す
。 



「
身
業
」
と
は
礼
拝
な
り
。「
口
業
」
と
は
讃
嘆
な
り
。「
意
業
」
と
は
作
願
な
り
。「
智
業
」
と
は
観
察
な
り
。「
方
便
智
業
」
と
は

回
向
な
り
。 

【
解
読
】 

身
の
業
と
は
礼
拝
す
る
こ
と
、
口
の
業
と
は
讃
嘆
す
る
こ
と
、
心
の
業
と
は
作
願
す
る
こ
と
、
智
慧
の
業
と
は
観
察
す
る
こ
と
、

方
便
智
の
業
と
は
回
向
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

  
 

 

③
総
結 

こ
の
五
種
の
業
和
合
す
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
往
生
浄
土
の
法
門
に
随
順
し
て
自
在
の
業
成
就
す
る
を
い
ふ
な
り
。 

【
解
読
】 

 

こ
の
五
種
の
業
が
和
合
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
浄
土
へ
往
生
す
る
法
門
に
随
順
し
、
入
出
自
在
な
る
業
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。 

【
語
意
】 

・『
証
巻
』
「
成
就
す
る
を
い
ふ
な
り
」
は
「
成
就
し
た
ま
へ
る
な
り
」1

2
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【
考
察
】 

 

四
心
［
信
心
］
の
獲
得
に
お
い
て
五
念
門
の
行
［
往
生
業
］
が
成
就
す
る
と
い
う
、
信
と
行
と
の
関
係
を
示
さ
れ
る
の
が
、
こ

の
章
で
あ
る
。 

最
後
に
、
五
種
の
業
が
和
合
す
れ
ば
と
い
う
が
、
和
合
す
る
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
漢
字
辞
典
を
も
と

に
言
い
か
え
て
み
る
。
法
蔵
菩
薩
の
五
念
門
行
が
和
合
［
調
子
を
合
わ
せ
て
］
我
等
の
上
に
届
い
て
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
法
蔵
菩

薩
の
清
浄
願
心
が
わ
れ
ら
の
内
に
至
り
と
ど
い
て
、
自
利
利
他
成
就
の
法
門
に
し
た
が
っ
て
、
自
在
の
業
を
わ
れ
ら
の
身
に
成
立



さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
、
と
読
め
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
自
在
の
業
。
蓑
輪
師
は
、
入
出
自
在
と
訳
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
私

は
、
出
没
自
在
の
こ
と
と
考
え
た
。
先
の
文
に
は
、
能
く
清
浄
仏
度
に
生
じ
て
、
出
没
自
在
な
る
な
り
と
あ
る
か
ら
、
浄
土
に
生

ま
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
、
浄
土
に
止
ま
ら
ず
、
お
念
仏
の
声
な
き
無
仏
の
国
に
遊
ぶ
が
ご
と
く
教
化
し
て
ゆ
く
こ
と

を
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
往
相
回
向
と
還
相
回
向
で
あ
る
。
ま
た
自
在
の
義
は
、
次
の
章
［
利
行
満
足
章
］
に
「
遊

戯
に
二
義
あ
り
。
一
つ
に
は
自
在
の
義
な
り
。」
と
あ
り
、
菩
薩
が
衆
生
を
度
す
る
こ
と
は
、
遊
戯
の
如
し
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
遊
戯
と
聞
い
て
、
ふ
と
思
い
出
す
話
が
あ
る
。
母
、
永
井
久
弥
子
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
か
つ
て
大
森
忍
先
生
が
何
ら
か
の

講
義
を
な
さ
れ
た
折
に
、「
ど
れ
だ
け
［
長
時
間
］
お
話
し
て
も
疲
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
と
い
う
。
ま
る

で
遊
ぶ
が
ご
と
く
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
還
相
回
向
が
成
就
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
法
蔵
菩
薩
は
従
果
向
因
の
菩
薩
で
あ
る
。
向
因
従
果
の
菩
薩
と
は
意

味
合
い
が
違
う
。
菩
薩
が
仏
に
成
る
の
は
、
成
り
あ
が
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
仏
が
菩
薩
に
成
る
と
、
成
り
下
が
る
の
か
。
そ
う

で
は
な
く
て
、
菩
薩
仏
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
よ
り
深
ま
っ
た
存
在
で
あ
る
。
願
い
も
行
も
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
の
か
。
一
切
衆
生
た
る
わ
れ
ら
が
、
信
心
を
い
た
だ
い
て
往
生
が
定
ま
る
と
い
う
。
そ
の
定
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
、
法
蔵
菩
薩
の
還
相
の
深
い
願
い
が
開
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
自
分
だ
け
が
助
か
っ
て
、
歩
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
諸
の
衆
生
と
共
に
、
で
あ
る
。
夜
晃
先
生
の
御
言
葉
を
も
っ
て
終
わ
る
。 

 

い
ず
れ
の
世
界
に
も
必
ず
悩
む
人
が
あ
る 

 

汝
の
念
仏
が
真
実
な
ら 

汝
が
救
わ
れ
た
こ
と
が
事
実
な
ら 
導
け
友
を 

み
法
の
園
に 

如
来
本
願
の
真
意
よ
り
外
に 

人
の
究
竟
的
解
決
の
な
い
こ
と
を
知
る
な
ら
ば 

誘
え
友
を 

み
法
の
庭
に 

か
く
し
て
一
基
の
正
法
燈
が
生
ま
れ
た
時 

汝
は
真
実
報
恩
の
行
者
と
し
て 



更
に 

よ
り
深
い
感
謝
と
歓
喜
と
信
心
の
泉
に
遡
る
で
あ
ろ
う 

人
は
必
ず
人
に
教
え 

人
は
必
ず
人
を
導
く 

故
に 

人
を
善
事
に
誘
う
こ
と
な
く
ん
ば
悪
事
に
誘
う 

念
仏
の
子
よ 

汝
の
周
囲
の
一
人
を
動
か
せ 

し
こ
う
し
て 

一
本
の
白
蓮
華
を
咲
か
し
め
よ 

 

【
感
想
】 

此
度
の
担
当
範
囲
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
聖
人
の
『
証
巻
』
の
御
言
葉
を
思
う
。1

2
-2

2
-1

夫
れ
真
宗
の
教
・
行
・
信
・
証

を
案
ず
れ
ば
、
如
来
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
故(

か
る
が
ゆ
え)

に
若
は
因
・
若
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心

之
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
因
浄
な
る
が
故
に
、
果
亦
浄
な
り
。
知
る
応
し
。 

 

浄
土
真
宗
の
歩
み
は
、
自
分
自
身
が
行
う
行
の
す
べ
て
が
、
仏
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
頭
が

高
く
、
口
が
悪
く
、
さ
し
た
る
人
生
の
願
い
も
な
く
、
考
え
る
力
も
な
く
、
物
惜
し
み
し
て
い
る
の
が
私
の
本
性
で
あ
る
。
阿
弥

陀
仏
は
法
蔵
菩
薩
と
な
ら
れ
て
、
観
察
門
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
、
礼
拝
等
の
五
念
門
の
行
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
お

御
苦
労
が
、
私
を
し
て
合
掌
礼
拝
、
称
名
、
聞
法
の
歩
み
を
な
さ
し
め
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

光
明
団
で
与
え
ら
れ
た
課
題
、
講
義
や
教
師
会
の
発
表
は
、
な
か
な
か
に
面
倒
で
あ
る
。
出
来
れ
ば
避
け
て
通
り
た
い
、
楽
に

暮
ら
し
た
い
と
い
う
怠
け
心
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
上
が
る
。
御
恩
が
わ
か
ら
ぬ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
こ
と
お
粗
末 

南
無
阿
弥
陀
佛
。 

  



五
、
聖
人
の
御
領
解
を
私
釈
す
る
［
棒
線
部
］ 

○
『
教
行
信
証 

証
巻
』
現
代
語
訳
参
照
書
き
換
え 

・
名
義
摂
対
章
の
引
文 

名
義
摂
対
と
い
う
の
は
、『
浄
土
論
』
に
、〈
さ
き
に
説
い
た
智
慧
・
慈
悲
・
方
便
の
三
種
の
法
門
は
般
若
を
お
さ
め
、
般
若
は

方
便
を
お
さ
め
る
。
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
述
べ
ら
え
て
い
る
。〈
般
若
〉
と
は
平
等
の
一
如
に
達
す
る
慧
を
い
い
、〈
方
便
〉
と

は
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
っ
た
相
に
通
じ
る
智
を
い
う
の
で
あ
る
。
一
如
に
達
す
れ
ば
、
心
の
は
た
ら
き
が
滅
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
異

な
っ
た
相
に
通
じ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
あ
り
方
を
は
っ
き
り
知
る
。
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
あ
り
方
を
は
っ
き
り
知
る
智
は
す
べ

て
に
応
じ
、
し
か
も
無
知
で
あ
る
。
ま
た
心
の
は
た
ら
き
が
滅
し
た
慧
は
、
無
知
で
あ
っ
て
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
あ
り
方

を
は
っ
き
り
知
る
。
だ
か
ら
、
般
若
と
方
便
と
は
互
い
に
縁
と
な
っ
て
動
で
あ
り
、
互
い
に
縁
と
な
っ
て
静
で
あ
る
。
動
で
あ
り

な
が
ら
し
か
も
静
を
失
わ
な
い
の
は
、
般
若
の
徳
で
あ
り
、
静
で
あ
り
な
が
ら
し
か
も
動
を
失
わ
な
い
の
は
、
方
便
の
力
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
は
般
若
を
お
さ
め
、
般
若
は
方
便
を
お
さ
め
る
の
で
あ
る
。〈
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
は
、
般

若
と
方
便
と
は
菩
薩
の
父
母
で
あ
っ
て
、
般
若
と
方
便
と
に
よ
ら
な
い
な
ら
、
菩
薩
の
行
が
成
就
し
な
い
と
知
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
般
若
に
よ
る
こ
と
な
く
衆
生
救
済
に
は
た
ら
け
ば
、
迷
い
に
落
ち
て
し
ま
う
。
方
便
に

よ
る
こ
と
な
く
一
如
を
観
ず
る
な
ら
、
自
分
だ
け
の
さ
と
り
の
境
地
に
安
住
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、〈
知
る
べ
き

で
あ
る
〉
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

『
浄
土
論
』
に
、〈
さ
き
に
、
自
分
自
身
に
執
着
す
る
心
を
遠
く
離
れ
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
の
な
い
心
を
遠
く
離
れ
、

自
分
自
身
を
供
養
し
敬
愛
す
る
心
を
遠
く
離
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
三
つ
が
、
さ
と
り
へ
の
道
を
さ
ま
た
げ
る
心
を

遠
く
離
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
た
げ
が
あ
る
。

た
と
え
ば
風
は
静
け
さ
を
さ
ま
た
げ
、
土
は
水
の
流
れ
を
さ
ま
た
げ
、
湿
気
は
火
を
さ
ま
た
げ
、
五
逆
・
十
悪
は
人
間
や
神
々
と



し
て
生
ま
れ
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
、
四
顛
倒
は
声
聞
の
さ
と
り
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
三
種
の
心

を
遠
く
離
れ
な
い
な
ら
、
さ
と
り
へ
の
道
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
な
る
。〈
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
は
、
さ
と
り
へ
の
道
に
さ
ま

た
げ
の
な
い
こ
と
を
得
よ
う
と
思
う
な
ら
、
こ
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
三
種
の
心
を
遠
く
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。 

 

『
浄
土
論
』
に
、〈
さ
き
に
、
煩
悩
の
汚
れ
の
な
い
清
ら
か
な
心
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
清
ら
か
な
心
、
衆
生
に
楽
し
み
を
与

え
る
清
ら
か
な
心
を
説
い
た
。
［
法
蔵
菩
薩
の
］
こ
の
三
種
の
心
は
、
一
処
に
ま
と
ま
っ
て
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
知
る
べ
き
で
あ
る
。〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。〈
楽
〉
に
三
種
が
あ
る
。
一
つ
に
は
外
楽
、
す
な
わ
ち
五
識
に
よ
る
楽
し
み

で
あ
る
。
二
つ
に
は
内
楽
、
す
な
わ
ち
初
禅
・
第
二
禅
・
第
三
禅
の
禅
定
の
意
識
に
よ
る
楽
し
み
で
あ
る
。
三
つ
に
は
法
楽
楽(

ほ

う
が
く
ら
く)

、
す
な
わ
ち
さ
と
り
の
智
慧
に
よ
る
楽
し
み
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
に
よ
る
楽
し
み
は
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
願
い

求
め
る
こ
と
か
ら
お
こ
る
の
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
執
着
す
る
心
を
遠
く
離
れ
、
衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
の
な
い
心
を
遠
く

離
れ
、
自
分
自
身
を
供
養
し
敬
愛
す
る
心
を
遠
く
離
れ
る
と
い
う
、
こ
の
三
つ
が
清
ら
か
に
進
展
し
て
一
つ
の
妙
楽
勝
真
心
と
な

る
。
妙
と
は
、
よ
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
楽
は
阿
弥
陀
仏
を
縁
と
し
て
お
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
勝
と
は
、
迷
い
の
世
界
の

楽
し
み
に
超
え
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
真
と
は
、
い
つ
わ
り
で
も
な
く
真
実
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。 

 

・
願
事
成
就
章
の
引
文 

※
『
論
註
』
の
当
分
で
は
浄
土
願
生
の
事
業
の
成
就
を
意
味
し
て
い
る
が
、 

聖
人
は
、
法
蔵
菩
薩
の
願
事
の
成
就
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

 

願
事
成
就
と
い
う
の
は
、『
浄
土
論
』
に
、〈
こ
の
よ
う
に
菩
薩
［
行
者
］
は
、
般
若
・
方
便
・
無
障
・
妙
楽
勝
真
と
い
う
四
つ

の
心
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〈
知
る
べ

き
で
あ
る
〉
と
は
、
こ
の
四
種
の
心
の
清
ら
か
な
功
徳
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
功
徳
に



よ
り
往
生
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 
『
浄
土
論
』
に
、〈
こ
れ
を
、
菩
薩
［
行
者
］
が
五
念
門
に
か
な
っ
て
、［
法
蔵
菩
薩
が
］
自
由
自
在
に
自
利
利
他
の
行
い
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
き
に
説
い
た
よ
う
に
、
身
業
・
口
業
・
意
業
・
智
業
・
方
便
智
業
が
五
念

門
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。〈
自
由
自
在
に
〉
と
は
、
こ
の
五
念
門
の
功
徳
の
力
は
、
阿
弥
陀
仏

の
浄
土
に
往
生
さ
せ
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
す
が
た
を
現
す
こ
と
が
自
由
自
在
で
あ
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

〈
身
業
〉
と
は
礼
拝
で
あ
る
。〈
口
業
〉
と
は
讃
嘆
で
あ
る
。〈
作
願
〉
と
は
意
業
で
あ
る
。〈
智
業
〉
と
は
観
察
で
あ
る
。〈
方
便

智
業
〉
と
は
回
向
で
あ
る
。
こ
の
五
種
の
行
い
が
と
と
の
う
の
を
、
往
生
浄
土
の
法
門
に
か
な
っ
て
、
自
由
自
在
に
自
利
利
他
の

行
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

  

【
資
料
に
つ
い
て
】 

・『
論
註
』
本
文
は
太
字
で
示
し
、
書
き
下
し
文
は
西
本
願
寺
の
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
を
用
い
た
。 

・【
解
説
】【
解
読
】
は
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
発
行
、
蓑
輪
秀
邦
師
の
『
解
読
浄
土
論
註 

改
訂
版
』
を
参
照
し
た
。 

・【
語
意
】
は
、『
解
読
』、
西
本
願
寺
の
『
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』
を
参
照
し
た
。 

・
科
文
は
、
華
蔵
庵
慧
然
の
『
浄
土
論
註
顕
深
義
記
』
に
よ
っ
た
。 

・『
証
文
類
』
に
お
け
る
論
註
加
点
本
訓
の
個
所
は
、
西
本
願
寺
の
『
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』
を
参
照
し
た
。 

・
証
巻
の
訳
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
現
代
語
版
）』
本
願
寺
出
版
を
参
照
し
た
。 


